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三
月
に
な
り
ま
し
た
。
春
本
番
で
す
ね
。

ま
だ
寒
い
日
も
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

一
昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街

道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を

お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋
城

と
名
古
屋
城
下
町
を
お
送
り
し
ま
す
。
今

月
は
い
よ
い
よ
名
古
屋
開
府
で
す
。

★
清
洲
城
断
念
、
那
古
野
城
址
選
択

   

一
六
〇
〇
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
よ
っ

て
家
康
が
天
下
を
ほ
ぼ
掌
中
に
収
め
る
と
、

那
古
野
改
め
名
古
屋
の
新
た
な
歴
史
が
始

ま
り
ま
す
。

   

家
康
は
天
下
を
掌
握
し
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
大
坂
に
豊
臣
秀
頼
、
西
日
本
を

中
心
に
豊
臣
恩
顧
の
大
名
、
武
将
が
布
陣

す
る
中
、
豊
臣
方
と
の
最
後
の
戦
い
に
備

え
ま
す
。

   

家
康
は
東
海
道
、
中
山
道
を
重
要
街
道

と
定
め
、
東
西
の
要
路
を
固
め
ま
す
。
東

海
道
に
つ
い
て
は
一
六
〇
一
年
に
五
十
三

次
設
置
を
決
め
、
順
次
宿
場
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

   

宿
場
に
は
人
馬
を
常
備
し
、
徳
川
家
や

幕
府
の
役
人
の
た
め
の
本
陣
、
脇
本
陣
を

置
き
、
高
札
場
を
設
け
ま
し
た
。
宿
場
に

置
か
れ
た
飛
脚
や
早
馬
を
使
い
、
伝
令
や

情
報
を
速
や
か
に
伝
達
す
る
体
制
を
築
き

ま
す
。

   

続
い
て
家
康
は
、
豊
臣
方
の
侵
攻
へ
の

備
え
と
し
て
、
木
曽
三
川
が
流
れ
、
交
通

の
要
衝
で
あ
る
尾
張
に
防
衛
拠
点
を
築
く

こ
と
を
考
え
ま
す
。

   

当
時
の
尾
張
の
拠
点
は
清
洲
城
で
し
た

が
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
積
低
地
の
清
洲
で
は
五
条
川
が
し
ば
し

ば
氾
濫
を
起
こ
し
水
害
が
多
い
こ
と
、
水

攻
め
さ
れ
れ
ば
兵
站
補
給
に
窮
す
る
こ
と
、

城
郭
が
狭
い
た
め
多
く
の
兵
の
駐
屯
が
難

し
い
こ
と
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
、
一
五
八

六
年
の
天
正
地
震
で
液
状
化
が
起
き
、
復

旧
が
う
ま
く
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

   

家
康
は
清
洲
城
を
拠
点
化
す
る
こ
と
を

断
念
し
、
新
し
い
城
の
建
設
候
補
地
と
し

て
、
那
古
野
、
古
渡
、
小
牧
山
な
ど
を
検

討
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
那
古
野
を
選
択

し
ま
す
。

   

家
康
が
そ
の
那
古
野
を
選
択
し
た
理
由

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

   

第
一
に
、
洪
積
台
地
の
西
北
端
上
に
位

置
し
、
水
害
の
心
配
が
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。

   

第
二
に
、
台
地
は
標
高
五
丈
（
約
十
五

メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
あ
り
、
台
地
外
縁
の
西

面
と
北
面
は
切
り
立
っ
た
崖
で
す
。
崖
下

は
低
湿
地
で
あ
り
、
防
御
に
適
し
、
攻
め

ら
れ
に
く
い
地
形
で
し
た
。
台
地
上
か
ら

西
北
方
向
の
平
野
部
を
一
望
で
き
、
西
か

ら
の
敵
勢
の
進
軍
を
監
視
す
る
の
に
も
適

し
て
い
ま
し
た
。

   

第
三
に
、
台
地
西
北
部
を
取
り
囲
む
よ

う
に
半
円
形
に
流
れ
る
庄
内
川
と
木
曽
川

の
流
路
は
、
天
然
の
外
堀
と
言
え
ま
し
た
。

   

第
四
に
、
後
背
地
と
な
る
那
古
野
村
の

町
家
は
東
南
方
向
の
台
地
上
に
あ
り
、
こ

の
村
を
城
下
町
と
す
れ
ば
合
戦
時
に
焼
き

討
ち
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
の
に
は
好
適
地

で
し
た
。

   

第
五
に
、
そ
の
那
古
野
村
と
周
辺
の
町

と
の
間
に
は
道
路
網
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

   

第
六
に
、
南
に
伊
勢
湾
に
面
し
た
宮
宿

が
あ
り
、
台
地
の
西
端
に
沿
っ
て
堀
を
開

削
す
れ
ば
、
築
城
物
資
の
輸
送
水
路
や
合

戦
時
の
海
へ
の
後
退
路
、
脱
出
路
を
確
保

す
る
こ
と
も
容
易
で
し
た
。

★
山
下
氏
勝
と
伊
奈
忠
次

   

一
六
〇
七
年
、
家
康
に
那
古
野
を
進
言

し
た
の
は
山
下
氏
勝
で
す
。
氏
勝
は
一
五

六
八
年
に
飛
騨
国
白
川
郷
の
萩
町
城
に
生

ま
れ
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
ま
し
た
。
秀
吉

没
後
は
家
康
に
仕
え
、
氏
勝
の
妻
が
九
男

義
直
の
生
母
の
妹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

六
〇
二
年
、
義
直
の
傳
役
に
任
じ
ら
れ
ま

し
た
。

   
家
康
は
一
六
〇
九
年
に
名
古
屋
城
築
城

を
命
じ
、
翌
一
六
一
〇
年
、
西
国
諸
大
名

の
助
役
に
よ
る
天
下
普
請
で
築
城
を
開
始
。

西
国
大
名
に
財
政
負
担
を
課
し
、
忠
誠
を

試
す
と
と
も
に
、
城
の
壮
大
さ
を
豊
臣
方

に
知
ら
し
め
る
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

   

豊
臣
方
と
戦
い
に
な
る
場
合
、
木
曽
川

が
防
衛
線
と
な
る
よ
う
、
木
曽
川
左
岸
に

工
夫
を
施
し
ま
す
。
御
囲
い
堤
で
す
。
敵

の
進
軍
時
に
は
堤
を
切
り
ま
す
。

   

一
六
〇
八

年
、
家
康
は
伊
奈
忠
次
に

命
じ
て
御
囲
い
堤
建
設
に
着
手
。
二
年
間

で
完
成
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
那
古
野
城

築
城
開
始
前
に
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
御

囲
い
堤
は
犬
山
か
ら
弥
富
ま
で
延
び
、
尾

張
地
域
を
囲
み
込
む
防
塁
の
機
能
を
果
た

し
ま
す
。

   

幕
府
か
ら
美
濃
側
の
右
岸
堤
防
は
「
三

尺
低
か
る
べ
し
」
と
の
御
触
れ
が
出
て
、

御
囲
い
堤
に
よ
っ
て
美
濃
側
は
洪
水
が
多

く
、
一
七
四
三
年
の
宝
暦
治
水
ま
で
の
約

百
五
十
年
間
に
百
回
以
上
発
生
し
ま
し
た
。

   

そ
の
結
果
、
木
曽
川
右
岸
（
美
濃
側
）

に
は
輪
中
が
多
く
発
達
し
ま
し
た
。
最
初

の
輪
中
は
高
須
藩
の
中
心
地
で
あ
っ
た
高

須
輪
中
で
す
。

   

伊
奈
忠
次
は
三
河
国
幡
豆
の
小
島
城
主

伊
奈
忠
家
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
、
一
五

六
三
年
に
忠
家
が
三
河
一
向
一
揆
に
加
わ

っ
た
た
め
に
家
康
の
下
を
出
奔
。
一
五
七

五
年
、
長
篠
の
戦
い
に
従
軍
し
て
功
を
立

て
、
帰
参
が
許
さ
れ
ま
し
た
。

   

伊
奈
親
子
は
家
康
の
嫡
男
信
康
に
付
け

ら
れ
た
も
の
の
、
信
康
が
武
田
氏
と
内
通

し
て
自
刃
さ
せ
ら
れ
る
と
再
び
出
奔
。
和

泉
国
堺
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

   

一
五
八
二
年
、
本
能
寺
の
変
が
勃
発
し
、

堺
か
ら
家
康
が
三
河
に
逃
げ
る
伊
賀
越
え

の
際
に
助
力
し
、
こ
の
功
に
よ
り
再
び
帰

参
が
許
さ
れ
、
以
後
、
家
康
に
仕
え
、
一

六
一
〇
年
、
御
囲
い
堤
の
完
成
を
見
届
け

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

★
名
古
屋
城
築
城
と
天
下
普
請

   

い
よ
い
よ
来
月
は
名
古
屋
城
築
城
と
天

下
普
請
で
す
。
乞
ご
期
待
。




